No.     　　　

低周波音被害アンケートのお願い
低周波騒音被害はその症状が非常に複雑多岐にわたり、被害者自身でさえ諸症状を具体的に単純に明確に表現する事が困難です。先の論文では幾つかの症状が具体的に上げられております。これらの具体的な臨床的症状の整理は、日本に於いては如何なる機関によってもほとんど（皆無かと思います）行われておりません。もちろん、医学的な研究も実質的にはほとんど（皆無かと思います）行われておりません。従って、医師にも全くその「知見」が無い事は、既に多くの皆様がこれまでの「医者巡り」によって経験済みの事と思います。多くの被害者の方は被害状況が一時的にある程度緩和されると、解決済みと思われるでしょうが、その後も「音アレルギー」的症状は相当の期間にわたり後遺症として残ります。

逆にこれに当てはまれば単なる騒音被害ではなく低周波騒音被害の可能性もあります。

この問題を根本的に解決への道に向かわせるには、今後、多方面にわたる、多くの専門家が真摯にこの障害に対処する事が不可欠です。今後、一層、他機関、他分野への働きかけをする場合を考え、可能な限り被害者の皆様の被害状況をまとめていきたいと考えます。ひとまず、先の論文に則り、皆様の「訴える症状」を整理して行きたいと思います。またこれらをまとめ、まずは論文著者のブランコ氏提供し、協力を得たいと考えています。

日本の「専門家」はあくまで「低周波騒音による被害は無い」との態度を更に強めています。その態度に一石を投じるためにも是非ともご協力下さい。
アンケートに答えて下さった方の個人的情報は当方から一切公開される事はありません。
先の本文中にある一覧表を利用した下記の一覧表で自分に該当する症状に○印をして、返送して下されば有り難いです。なお、書き込み欄が足りないような場合や、症状が該当しないような場合は最下段の「追加」欄に書き込んで下さい。なお、これらのアンケートから一つの方向性が見られるようでしたらサイト上にこのシートを設け、更に広い範囲での集計をしていく予定です。

振動音響病の臨床段階
記入日　　　2008　　　年　10　月28　　日    
	年齢
	64
	性別
	男
	被害期間
	2007年　5　月～　　2008年　10　月　期間　　1年　6月　月

	被害現場の概況
	県名
愛知県豊橋市東細谷町

	
	

	
	

	
	

	主たる騒音源
	細谷町にあるM&D社の風力発電　1基によると思われる

	
	

	
	

	
	

	臨床段階
	症状・徴候　(類似的症状は必要に応じ書き加えて下さい)
	O

	段階Ⅰ-軽度
	わずかな気分の動揺
	

	
	消化不良
	

	
	心臓の痛み
	

	
	口／のどの違和感
	

	
	気管支炎
	

	段階Ⅱ-中程度


	胸の苦痛
	O

	
	明確な気分の動揺
	O

	
	背中の苦痛
	

	
	疲労感
	O

	
	真菌性・ウイルス性・寄生的な外皮感染
	

	
	胃の内膜の炎症
	

	
	排尿時の苦痛と血尿
	

	
	結膜炎
	

	
	アレルギー
	

	段階Ⅲ-重度


	精神的かく乱（例：自殺願望、｛騒音源の破壊願望｝　　　　　　　　　　　　）
	O

	
	鼻からの出血
	

	
	消化器からの出血
	

	
	腸粘膜からの出血
	

	
	静脈瘤と痔
	

	
	十二指腸潰瘍
	

	
	痙攣性の大腸炎
	

	
	視力低下
	

	
	頭痛、激痛
	O

	
	極度の筋肉痛
	

	追加　上記に当てはまらないような症状がありましたら各自でご記入下さい

	

	肩コリ、首コリ{寝不足からきていると思われる}


	集中力低下、寝不足から、。。。。。。居眠り運転の原因？

	

	

	


